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出出雲雲卓卓斗斗くくんん（（鳥鳥屋屋小小 年年））全全国国大大会会でで 位位入入賞賞出雲卓斗くん（鳥屋小 年）全国大会で 位入賞
月 日 日に、神戸市で開催

された全日本卓球選手権大会バンビ
の部で、見事 位に入賞した出雲卓
斗くんが、役場鳥屋庁舎を訪れ、杉
本町長に入賞報告し、小さな手で握
手を交わしました。

来年に向けて
優勝はおしくも逃しましたが、亮汰 位、悠汰準優

勝という成績を残しました。谷光直樹先生始め、寺井、
荒木コーチ、応援してくださる皆様のおかげです。あ
りがとうございました。来年こそ優勝するため、練習
に励みます。これからもよろしくお願いします。

全全国国大大会会でで全国大会で
清清水水悠悠汰汰くくんん（（ここすすももすす保保育育園園））準準優優勝勝清水悠汰くん（こすもす保育園）準優勝
清清水水亮亮汰汰くくんん（（鳥鳥屋屋小小 年年）） 位位入入賞賞清水亮汰くん（鳥屋小 年） 位入賞
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亮
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日時・場所
月 日（日） 午前 時

テニスコートとりや
種 目
初心者の部、男女別経験者の部

お申し込み・お問い合わせ
ソフトテニス協会
岩田、前田

第第 回回中中能能登登町町民民第 回中能登町民
ソソフフトトテテニニスス大大会会ソフトテニス大会

町民の方なら

どなたでも

参加可能

町民の方なら

どなたでも

参加可能

清水亮汰くん 清水悠汰くん

午前 時 分
ウォークラリー受付
午前 時 分
開会式、ラジオ体操
午前 時
ウォークラリー【山田寺コース】
午前 時
体力測定、健康コーナー

（血圧測定・足裏健康づくり体験など）
午前 時 分
表彰式・閉会式

町民ボウリング大会
日時・場所

月 日（日） 午前 時 クアトロブーム
競技方法は男女混合 人チーム
参加費 チーム 円

町民剣道大会
日時・場所

月 日（日） 午前 時 分 鹿島武道館
小・中・高・一般の部個人戦 剣道体験もあります

町民トランポリン体験教室
日時・場所

月 日（日） 午前 時 分 時 分
鹿島体育センター

ふれあいテニス
ソフトテニスの集い
日時・場所

月 日（日） 午後 時 時
テニスコートとりや
初心者のテニス・ソフトテニス教室を行います。

サッカーフェスタ
日時・場所

月 日（日） 午前 時 時
アッピー鹿西多目的広場
サッカー体験・ミニゲーム

町民グラウンド・ゴルフ大会
日時・場所

月 日（月） 午前 時 分 中能登町運動公園
競技方法は団体戦 チーム 人

各体育協会では、一般の方
がスポーツを体験し、身近に
感じられるよう、大会・行事
を行います。中能登町在住の
方ならどれでも参加できます。

お問い合わせは 中能登町生涯学習課スポーツ担当
おお申申しし込込みみ方方法法ななどどににつついいててはは、、各各家家庭庭へへ配配布布ししたたチチララシシををごご覧覧くくだだささいい。。お申し込み方法などについては、各家庭へ配布したチラシをご覧ください。



月

日
（
水
）
に
石
川
県
内

の
町
議
会
議
員
及
び
町
監
査
委
員

合
同
の
研
修
会
が
、
石
川
県
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
に
は
、
テ
レ
ビ
解
説
者
と

し
て
も
有
名
な
、
毎
日
新
聞
東
京

本
社
編
集
局
顧
問
の
岩
見
隆
夫
氏

を
迎
え
、
政
局
展
望

と
題
し

て
の
講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

今
後
の
政
局
の
展
望
や
、

月

に
行
わ
れ
る
総
裁
選
に
つ
い
て
な

ど
を
話
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
な

面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

月

日
に
障
害
者
計
画
及
び

障
害
福
祉
計
画
を
立
案
す
る
た
め

に
、
中
能
登
町
障
害
福
祉
計
画
等

策
定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

北
原

健
一
（
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）

今
井

武
司
（
今
井
医
院
長
）

平
松

茂
（
公
立
能
登
総
合
病
院
精
神
セ
ン
タ
ー
長
）

瀧
野

利
徳
（
青
山
彩
光
苑
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
）

長
谷

勝
信
（
つ
ば
さ
の
会
ハ
イ
ネ
ス
施
設
長
）

高
山

栄
伸
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
と
施
設
長
）

曽
山

正
志
（
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長
）

合
田

豊
碩
（
県
身
体
障
害
者
相
談
員
）

坂
本
早
佳
惠
（
県
知
的
障
害
者
相
談
員
）

岩
見

信
秀
（
能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
長
）

木
下

幸
恵
（
七
尾
児
童
相
談
所
課
長
）

長
井
麻
希
江
（
金
沢
医
科
大
学
医
学
総
合
研
究
所
技
能
員
）

小
山

茂
則
（
町
助
役
）

（

は
委
員
長

は
副
委
員
長
）

第 回定例会日程
日 時 内 容

月 日
午前 時

開会・会期の決定
提案理由の説明

日
午前 時

質疑・委員会付託

・ 日 常任委員会

日
午前 時

一般質問

日
午前 時

一般質問
（予備日）

日
午後 時

委員会報告・質疑・
討論・採決・閉会

日 時 内 容

月 日
午前 時

開会・会期の決定
提案理由の説明

日
午前 時

質疑・委員会付託

・ 日 常任委員会

日
午前 時

一般質問

日
午前 時

一般質問
（予備日）

日
午後 時

委員会報告・質疑・
討論・採決・閉会

我
が
国
の
農
業
は
、
農
業
者
の

数
が
急
速
に
減
り
、
ま
た
農
村
で

は
都
会
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、国
外
に
目
を
向
け
る
と
、

（
世
界
貿
易
機
関
）
の
農

業
交
渉
で
は
、
国
際
ル
ー
ル
の
強

化
の
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

今
後
の
日
本
の
農
業
構
造
を
確
立

す
る
こ
と
が

待
っ
た
な
し

の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

全
て
の
農
業
者
の
方
を
一
律
的
に

対
象
と
し
て
、
個
々
の
品
目
ご
と

に
講
じ
て
き
た
施
策
を
見
直
し
、

年
度
か
ら
は
、
意
欲
と
能
力
の

あ
る
担
い
手
に
対
象
を
限
定
し
、

そ
の
経
営
の
安
定
を
図
る
施
策

（
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
）

に
転
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
援
の
対
象
・
内
容
は
？

大
規
模
農
家
や
法
人
経
営
が
農

業
生
産
の
相
当
部
分
を
担
う
農
業

構
造
の
実
現
を
目
指
し
、
対
象
を

担
い
手
（
認
定
農
業
者
、
法
人
化

を
目
指
す
集
落
営
農
組
織
）
に
限

定
し
実
施
さ
れ
ま
す
。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
、

諸
外
国
と
の
生
産
コ
ス
ト
格
差
を

埋
め
る
生
産
条
件
不
利
補
正
対
策

（
日
本
型
直
接
支
払
い
）
と
販
売

収
入
の
減
少
を
補
て
ん
す
る
収
入

減
少
影
響
緩
和
対
策
の

階
建
て

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
収
入
減
少
影
響
緩
和

対
策
は
、
収
穫
量
や
品
質
の
低
下

な
ど
で
収
入
が
減
少
し
た
場
合
の

対
策
で
す
。
対
象
品
目
は
米
、
麦
、

大
豆
な
ど
で
担
い
手
の
経
営
を
単

位
に
、
品
目
ご
と
に

そ
の
年
の

収
入

と

基
準
収
入
（
過
去

年
う
ち
最
大
と
最
小
を
除
い
た

年
の
平
均
収
入
）
と
の
差
額
を

計
算
し
、
合
算
・
相
殺
、
収
入
が

減
少
し
て
い
る
場
合
に
は
差
額
の

割
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

補
償
範
囲
は
？

こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
農
家
を

対
象
と
す
る
品
目
別
の
対
策
が
廃

止
さ
れ
、
対
象
を
担
い
手
だ
け
に

限
定
す
る
こ
と
、
過
去
の
実
績
に

基
づ
く
固
定
的
な
支
払
い
が
生
産

条
件
不
利
補
正
対
策
と
し
て
導
入

さ
れ
、
補
償
範
囲
な
ど
が
従
来
と

は
変
わ
り
ま
す
。対
象
作
物
は
麦
、

大
豆
な
ど
で
仕
組
み
は
過
去
の
生

産
実
績
に
基
づ
い
て
、
面
積
に
応

じ
て
支
払
う
部
分
と
そ
の
年
の
収

穫
量
や
品
質
に
応
じ
て
支
払
う
部

分
と
の
組
み
合
わ
せ
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
担
い
手
以
外
の
農
家
は

交
付
金
が
支
払
わ
れ
な
い
た
め
、

補
償
も
販
売
価
格
だ
け
の
水
準
と

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
担
い
手

と
担
い
手
以
外
の
農
家
で
は
、
補

償
水
準
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
中
能
登
町
農
林

課
（

）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

原原子子力力発発電電施施設設にに関関すするる知知識識のの原子力発電施設に関する知識の
普普及及をを図図るるここととをを目目的的ととししてて、、石石普及を図ることを目的として、石
川川・・福福井井・・新新潟潟県県のの原原子子力力発発電電及及川・福井・新潟県の原子力発電及
びびそそのの関関連連施施設設をを対対象象ととすするる見見学学びその関連施設を対象とする見学
会会をを実実施施すするる団団体体にに対対ししてて、、そそのの会を実施する団体に対して、その
費費用用のの一一部部をを助助成成ししまますす。。費用の一部を助成します。
対対象象団団体体対象団体
町町内内にに住住所所をを有有すするる者者でで構構成成ささ町内に住所を有する者で構成さ
れれたた各各種種団団体体ととししまますす。。たただだしし、、れた各種団体とします。ただし、
参参加加人人数数はは 名名以以上上をを助助成成対対象象とと参加人数は 名以上を助成対象と
ししまますす。。します。
助助成成金金額額助成金額
視視察察見見学学先先のの 人人当当りりのの助助成成額額のの視察見学先の 人当りの助成額の
一一覧覧表表一覧表

施

設

名

場

所

小
型
バ
ス

貸
切
の
場
合

中
型
バ
ス

貸
切
の
場
合

大
型
バ
ス

貸
切
の
場
合

志
賀
原
子
力
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
地
内

円

円

円

敦
賀
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

福
井
県
敦
賀
市
明
神
町
地
内

円

円

円

美
浜
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
地
内

円

円

円

大
飯
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

福
井
県
大
飯
郡
大
飯
町
地
内

円

円

円

高
浜
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

福
井
県
大
飯
郡
高
浜
町
地
内

円

円

円

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

新
潟
県
刈
羽
郡
刈
羽
村
地
内

円

円

円

施

設

名

場

所

小
型
バ
ス

貸
切
の
場
合

中
型
バ
ス

貸
切
の
場
合

大
型
バ
ス

貸
切
の
場
合

志
賀
原
子
力
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
地
内

円

円

円

敦
賀
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

福
井
県
敦
賀
市
明
神
町
地
内

円

円

円

美
浜
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
地
内

円

円

円

大
飯
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

福
井
県
大
飯
郡
大
飯
町
地
内

円

円

円

高
浜
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

福
井
県
大
飯
郡
高
浜
町
地
内

円

円

円

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
及
び
そ
の
関
連
施
設

新
潟
県
刈
羽
郡
刈
羽
村
地
内

円

円

円

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

日
々
の
備
え
が
大
切
で
す
。
い
つ

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
災
害

等
に
備
え
、
中
能
登
町
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
日
時

月

日
（
日
）

午
前

時

時

一
般
参
加
者
は
、
午
前

時
ま
で

に
ラ
ピ
ア
鹿
島
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

想定被害
平成 年 月 日午前 時

分、邑知地溝帯を震源とするマ
グニチュード （町内震度
強）の地震が発生。町内各所で
火災が発生するなど負傷者が多
数出る。このため、町では災害
対策本部を設置するなど総合的
な対策を講じる。

訓練項目
町職員参集訓練及び災害対策
本部設置訓練
上空被害状況調査
避難訓練・火災防ぎょ訓練
ヘリコプター救出 救助訓練
初期消火訓練
家屋倒壊救出・救助訓練
炊き出し訓練

県防災ヘリコプター
はくさん も訓練に
参加します。



月 日（日）
能登空港周辺

管制塔・気象施設見学
遊覧飛行（参加費 円）
紙飛行機大会

空港内バスツアー
能登空港クイズ大会 など

能登空港 空の日
実行委員会事務局

月 日 日
日本航空学園 輪島校

生徒による編隊飛行、ダンス・
吹奏楽、模擬店、オープンキャン
パス（ 日）、ミス日本来場

日本航空学園 輪島校

みなさんの家庭に衣類や雑貨な
ど、使えるけど不要なものはあり
ませんか？

月 日（日） 時 時
能登空港 多目的広場

衣類・雑貨・リサイクル品・古美術
品など

ハガキに氏名・住所・電話番号・品
目を記載し、 月 日までに下記へ送
付（ファックス可）。

輪島市三井町洲衛
能登空港ターミナルビル 階
能登空港利用促進協議会

月 日（日）
能登空港周辺

管制塔・気象施設見学
遊覧飛行（参加費 円）
紙飛行機大会

空港内バスツアー
能登空港クイズ大会 など

能登空港 空の日
実行委員会事務局

月 日 日
日本航空学園 輪島校

生徒による編隊飛行、ダンス・
吹奏楽、模擬店、オープンキャン
パス（ 日）、ミス日本来場

日本航空学園 輪島校

みなさんの家庭に衣類や雑貨な
ど、使えるけど不要なものはあり
ませんか？

月 日（日） 時 時
能登空港 多目的広場

衣類・雑貨・リサイクル品・古美術
品など

ハガキに氏名・住所・電話番号・品
目を記載し、 月 日までに下記へ送
付（ファックス可）。

輪島市三井町洲衛
能登空港ターミナルビル 階
能登空港利用促進協議会

能能登登空空港港でで 空空のの日日能登空港で 空の日
日日時時・・場場所所日時・場所

主主なな内内容容主な内容
予予約約制制予約制

予予約約不不要要予約不要

おお問問いい合合わわせせお問い合わせ

航航空空祭祭航空祭
人人とと空空がが近近づづくく日日人と空が近づく日

日日時時・・場場所所日時・場所

内内容容内容

おお問問いい合合わわせせお問い合わせ

能能登登空空港港でで能登空港で
フフリリーーママーーケケッットトフリーマーケット

日日時時・・場場所所日時・場所

出出品品可可能能ななもものの出品可能なもの

出出店店申申込込方方法法出店申込方法

区 分

平成 年 月 日まで

外来
（個人単位）

外来 入院
（世帯単位）

一定以上
所得者

円

円
（かかった医療費

円）
％

年間 回目以降
は 円

一 般 円 円

住
民
税
非
課
税

低所得

円
円

低所得 円

区 分

平成 年 月 日まで

外来
（個人単位））

外来 入院
（世帯単位）

一定以上
所得者

円

円
（かかった医療費

円）
％

年間 回目以降
は 円

一 般 円 円

住
民
税
非
課
税

低所得

円
円

低所得 円

区 分 平成 年 月 日まで

上 位
所得者

円 （かかった医療費
円） ％

年間 回目以降は 円

一 般

円 （かかった医療費
円） ％

年間 回目以降は 円

住民税
非課税

円

年間 回目以降は 円

区 分 平成 年 月 日まで

上 位
所得者

円 （かかった医療費
円） ％

年間 回目以降は 円

一 般

円 （かかった医療費
円） ％

年間 回目以降は 円

住民税
非課税

円

年間 回目以降は 円

平成 年 月 日から

円 （かかった医療費
円） ％

年間 回目以降は 円

円 （かかった医療費
円） ％

年間 回目以降は 円

円

年間 回目以降は 円

平成 年 月 日から

円 （かかった医療費
円） ％

年間 回目以降は 円

円 （かかった医療費
円） ％

年間 回目以降は 円

円

年間 回目以降は 円

歳歳以以上上のの方方歳以上の方 歳歳未未満満のの方方歳未満の方

平成 年 月 日から

外来
（個人単位）

外来 入院
（世帯単位）

円

円
（かかった医療費

円）
％

年間 回目以降
は 円

円 円

円
円

円

平成 年 月 日から

外来
（個人単位））

外来 入院
（世帯単位）

円

円
（かかった医療費

円）
％

年間 回目以降
は 円

円 円

円
円

円

成
平

年ら
か
月

老
人
保
健
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

国国
民民
健健
康康
保保
険険
とと

国
民
健
康
保
険
と

高額療養費の自己負担限度額の引き上げ
同じ月内に同じ医療機関で支払った医療費の合計が高額になった場合、

下記限度額を超えた分が支給されます。その自己負担限度額が 部引き上
げられます。

こ
れ
ま
で

世
帯
に

枚
だ
っ
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
、
平
成

年

月

日
の
一
斉
更
新
か
ら
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
と
な
り
、
ひ
と
り

枚

の

交
付
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

月
下
旬

に
世
帯
全
員
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
あ

て
配
達
記
録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。
配

達
時
に
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
物
お

預
か
り
の
お
知
ら
せ

が
配
達
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
れ
と
印
鑑
・
身
分
証
明
書

を
持
参
の
上
郵
便
局
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

な
お
、
旧
の
被
保
険
者
証
は

月

日
以
降
に
被
保
険
者
の
方
で
責
任
を

も
っ
て
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
保
健

環
境
課
ま
た
は
各
庁
舎
窓
口
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で

世
帯
に

枚
だ
っ
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
、
平
成

年

月

日
の
一
斉
更
新
か
ら
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
と
な
り
、
ひ
と
り

枚

の

交
付
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

月
下
旬

に
世
帯
全
員
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
あ

て
配
達
記
録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。
配

達
時
に
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
物
お

預
か
り
の
お
知
ら
せ

が
配
達
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
れ
と
印
鑑
・
身
分
証
明
書

を
持
参
の
上
郵
便
局
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

な
お
、
旧
の
被
保
険
者
証
は

月

日
以
降
に
被
保
険
者
の
方
で
責
任
を

も
っ
て
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
保
健

環
境
課
ま
た
は
各
庁
舎
窓
口
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

国国
民民
健健
康康
保保
険険
被被
保保
険険
者者
証証
がが

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

ひひ
とと
りり

枚枚

にに
なな
りり
まま
すす

ひ
と
り

枚

に
な
り
ま
す

上位所得者 基礎控除後の所得が一定額以上の方
住民税非課税 住民税が非課税の世帯
一 般 上記のいずれにも該当しない方

一定以上の所得がある方の自己負担割合の引き上げ
課税所得額が 万円以上で、 歳以上の高齢者が同一世帯に 人で

もいる方は、医療機関に支払う自己負担割合が引き上げられます。

高額療養費の自己負担限度額の引き上げ
同じ月内に同じ医療機関に支払った医療費の合計が高額になった場
合、下記限度額を超えた分が支給されます。その自己負担限度額が 部
引き上げられます。

平平成成 年年 月月 日日ままでで 割割平成 年 月 日まで 割 平平成成 年年 月月 日日かからら 割割平成 年 月 日から 割

ただし、課税所得額が 万円以上の世帯でも、 歳以上の高齢者の
収入合計が下記の場合、申請により 割負担適用となります。

上上記記以以外外のの方方はは、、従従来来どどおおりり 割割負負担担ののままままととななりりまますす。。上記以外の方は、従来どおり 割負担のままとなります。

（平成 年 月から 年間）

公的年金等控除の見直しや老年者控除の廃止に伴って、一定以上所得
者で課税所得額 万円以上、 万円未満の方は自己負担限度額が一般
並みに据え置かれます。

老年者にかかる住民税非課税措置の廃止に伴う経過措置として、下記
条件に該当される方は申請により入院した時の一部負担金及び食事代が
軽減される場合があります。

対象となる人 住民税課税者が合計所得 万円以下の平成 年 月
日現在 歳以上の人だけの世帯の住民税非課税者

必要なもの 医療費受給者証、保険証、印鑑

所所得得区区分分がが上上ががるる人人ににはは経経過過措措置置ががああるる場場合合ががあありりまますす所得区分が上がる人には経過措置がある場合があります

平
成

年

月

日
か
ら
医
療
保
険
が
改
正
さ
れ
、
医
療
費
の
自
己
負
担
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
保
健
環
境
課
（
鹿
西
庁
舎
）

国民健康保険 有効期限平成 年 月 日
被保険者証

記号・番号
氏 名 中能登 太郎
生年月日 昭和 年 月 日 性別 男
世帯主氏名 中能登 太郎
住 所 中能登町未坂 部 番地

取得年月日 平成 年 月 日
交付年月日 平成 年 月 日
保険者番号

国民健康保険 有効期限平成 年 月 日
被保険者証

記号・番号
氏 名 中能登 太郎
生年月日 昭和 年 月 日 性別 男
世帯主氏名 中能登 太郎
住 所 中能登町未坂 部 番地

取得年月日 平成 年 月 日
交付年月日 平成 年 月 日
保険者番号

課税所得が
万円以上の
歳以上の高

齢者が 人で
もいる世帯

課税所得が
万円以上の
歳以上の高

齢者が 人で
もいる世帯




